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跡での多 くの検証が必要となる｡ しか しながら
Mannikkaによる研究手法は,正確な実測を基に作
成された図面,実測数倍無 しには分析不可能であ
り,アンコール ･ワットで指摘された天文学に基づ
く寸法計画が,他のクメール建築にも用いられたか
どうかの検証は,未だ試みられていないのが現状で
ある｡
またJSA (日本国政術アンコール遺跡修復チー
ム)によって現在行われているアンコール ･ワット
北緯蔵の解体修理前調査では,経蔵身廓の柱径
(484.92mm)を一単位長とし,経蔵の計画寸法が
なされた点が指摘されており,アンコール ･ワット
全体の建築計画にも484.92mm を一単位とする長
さが用いられたとする｡10)Mannikkaによる研究は,
435.45mmを一単位長とし ｢尺度｣に関する論考を
展開する｡ここでは両者どちらの単位長がアンコー
ル ･ワットの建築計画に用いられているかの言及は
避けるが,Mannikkaが用いた一単位長 (435.45
mm)が全く違ったものであれば,女史の論考の過
半を占める ｢尺度｣に関する論考は灰蛙と帰す可能
性があることを指摘しておく｡
その上,Mannikkaはこの 435.45mm を一単位
長として天文学,インドの数理,暦法などをもとに
アンコール ･ワットの建築計画 (建物配置,規模な
ど)が求められているとする｡しかし他説として,
R.Dumontは一単位長を基準として,直線,方形,
円などの図解と平方根 (√)などを援用する事によ
り求められているとし,ll)JSAは一単位長を基準と
した碁盤目の規格線の上で建築計画がなされてい
る,12)など全く違った建築計画を提示する論考がみ
られる｡アンコール ･ワットの建設に際して,古代
クメール人が用いた建築計画は,方向性の違う数通
りの遣り方が同時に施行された訳ではなかろう｡こ
10)土屋武 ;中川武.｢アンコール ･ワットの寸法
計画について- クメール建築の設計方法に
関する研究 (Ⅳ-1)｣『1999年日本建築学会大
会学術講演梗概集』.
ll)注5)参照｡
12)注10)参照｡
秤
の点は今後に課題を残す点でもある｡
一般に建築計画研究では,実存遺構を精密に実測
した成果と,それを解 き明かす当時の ｢図面｣や
｢建築書｣の解読という両者が同時平行的に進捗す
る｡｢建築書｣として,ヨーロッパでは前 1世紀の
古代ローマ建築家,MarcusVitmviusPolioによっ
て書かれた Dearchitecturalibyidecem 『ウイトル
ウイウス建築書』が著名で,ルネッサンス建築家が
古典建築を研究する際に重用した｡日本において
は,1608年,平内政信によって記された ｢匠明｣な
どが一般的に知られ,近世に入り ｢規矩術｣という
形で大成,｢雛形本｣として江戸中期には一般に流
布する｡建築計画研究では,これら ｢建築書｣に盛
り込まれた寸法計画,部材の断面などの算出術を実
存遺構に照らし合わせる作業が通常行われてきた｡
クメール建築の場合,この ｢建築書｣に該当する
書物は,存在したかも知れないが現存するものはな
く,各研究者が実存遺構をもとに手探 りで ｢建築の
法則｣を見出そうとしているのが現状である｡建築
計画研究の重要性は,ただ単にその当時の建築法則
を見出すものではなく,その当時の社会的背景まで
も浮き出させる点である｡アンコール ･ワットの建
築計画には天文学,哲学的,宗教的原理が根底に用
いられ,その当時の王権,神権,そしてそれを取 り
巻く環境の具象化がアンコール ･ワット他ならぬこ
とをMannikkaはその著書の中で知らしめた｡本書
はその重要性をいち早く指摘し,20年に及び分析 ･
検証,明らかにした労作であるといえる｡
(荒樋久雄 ･上智大学アジア文化研究所)
KhinMaungKyietal.EconomicDeveloJ)-
mentofBurma.･A Vl'sionandaStrategy.
Stockholm:TheOlofPalmeInternationalCen-
ter,2000,233p.
本書はビルマ人経済学者が共同執筆したもので,
構成は以下の通りである｡第1章 :序論,第2章 :
展望と政策の枠組み,第3章 :農業,第4章 :製造
莱,第5章 :天然資源と環境,第6章 :国際貿易と
投資,第7章 :マクロ経済安定のための金融 ･財政
の枠組み,第8章 :貧困と所得分配,第9章 :教
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